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「国立大学法人奈良国立大学機構　連携教育開発センター紀要」編集規程

令和４年９月８日制定

１．名称

　国立大学法人奈良国立大学機構連携教育開発センターは、本センター規程第２条の目的を達成する一

環として、「国立大学法人奈良国立大学機構　連携教育開発センター紀要」（以下、「紀要」という。）を

年１回発行する。

２．紀要編集委員会

⑴　連携教育開発センター運営委員会規程第８条により、紀要編集委員会を設置する。

⑵　紀要編集委員会は、連携教育開発センター長、副センター長およびセンターに所属する奈良教育大学

および奈良女子大学（以下「両大学」という。）の教員（附属学校園教員を含む）をもって構成する。

⑶　紀要の原稿の募集、査読者又は閲読者、採否、掲載の順序などについては、紀要編集委員会の議を経

て決定する。

３．執筆条件

　執筆者には両大学の教員（附属学校園教員を含む）を含まなければならない。ただし、紀要編集委員

会が認めた場合、その限りではない。

４．原稿を投稿できる領域

　執筆者は、[ 論文 ]［研究報告］［原資料］のいずれかの領域を選んで原稿（未公刊のものに限る。）

を投稿することができる。なお、投稿後に領域を変更することはできない。

５．［活動報告］の掲載

　紀要編集委員会は、[論文 ] [研究報告] [原資料 ]に掲載される原稿とは別に、必要に応じて[活動報告]

を掲載することができる。

６．査読又は閲読

⑴  ［論文］は、査読を行う。査読者２名以上の審査に基づき紀要編集委員会で下記のいずれかに決定し、

執筆者に通知する。

　　　　Ａ　採択（字句等の軽微な修正を含む）、Ｂ　修正（再審査を要する）、Ｃ　不採択

⑵  [ 研究報告 ] 及び [ 原資料 ] は、閲読を行う。閲読者１名以上の審査に基づき、紀要編集委員会が

執筆者に内容の修正を求めることがあり、修正に十分応じることができなかった場合は、不掲載とな

る場合がある。



７．執筆要項

　執筆者は、別に定める「執筆要項」に従って原稿を作成するものとする。要項に従わない原稿は原則

として受理しない。

８．研究倫理

　　　執筆者は、所属する大学の定める研究者行動規範に基づき、原稿を作成するものとする。

９．原稿における著作権・肖像権の取り扱い

　執筆者は、著作権者への掲載承諾が必要なものを掲載したい場合は、必ず投稿前に書面で承諾を得る

ようにする。

　また、本人と同定できる人物の顔が写った写真を掲載したい場合、以下の条件を満たすこととする。

不可能な場合は、本人と同定できないよう一部分を隠したりぼかしを入れたりする等の処理を行うこと

とする。

　　　⑴　その写真の掲載が、論の展開にとって必要不可欠であること。

　　　⑵　その人（子どもの場合は保護者や学校）の承諾が書面で得られていること。

10．原稿の投稿締め切り及び投稿方法

　原稿の投稿締め切り期日は、紀要編集委員会において定める。期日後に投稿されたものについては、

受理しない。なお、執筆者は、「執筆要項」において指定された形式で作成した原稿データ（WORD ファ

イルと PDF ファイル）を Web から投稿する。投稿後の改稿は、紀要編集委員会から要請を行う場合を

除き、一切行えない。

11．校正

　執筆者による校正は初校までとする。校正は、誤字・脱字等の訂正にとどめることとする。それ以外

の訂正は受け付けない。２校および念校は、紀要編集委員会の責任によって行う。

12．原稿の利用許諾権の移譲

　掲載決定後、両大学の学術リポジトリに無償で登録・公開することを目的として、執筆者は掲載原稿

の利用許諾権を紀要編集委員会に委譲する（著作権は執筆者に属する）。また、執筆者は、独立行政法

人科学技術振興機構（JST）が作成するデータベースに掲載原稿の要旨が無償で登録・公開されること

に関する利用許諾権についても、紀要編集委員会に委譲する。
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